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三　島　町　議　会 2９ 月定例会のあらまし

９月定例会のあらまし
９月定例会は５～１２日までの８日間開催され、条例改正２件、教育委員１名の任命同意、副町長
の選任同意を可決しました。
予算は令和７年度一般会計補正は修正動議の発議がありましたが、修正案を否決し原案を可決、５
つの特別会計及び事業会計補正予算は原案通り可決しました。
更に令和６年度の一般会計歳入歳出決算、７つの特別会計歳入歳出決算について全て認定しました。

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

３２

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
・�妊娠・出産時や育児期間の職員への、面談等による両立支援制度の周知や制度利
用・働き方の意向聴取及び聴取した意向への配慮を義務付け、職員が子の年齢に
応じた柔軟な働き方を選択できるよう支援する。

可決

３３

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
・�公務における育児時間は、民間労働法制における所定労働時間の短縮に相当する
措置として、現行制度上、１日に２時間の範囲で取得できる。今般、民間労働法制
において導入される労働者が就業しつつ子を養育することを容易にするための新
たな休暇に相当する措置として、１年に１０日相当時間数の範囲内で１日当たりの
上限時間数なく育児時間を取得できるパターンを追加する。なお、このパターンの
育児時間と現行の育児時間のいずれを取得するかは、職員による選択制とする。
さらに、非常勤職員の育児時間について、対象となる子の範囲を小学校就学前の
子に拡大する（現行は３歳未満の子）

可決

３４ 令和７年度三島町一般会計補正予算（※１に関連記事） 原案
可決

３５ 令和７年度三島町国民健康保険特別会計補正予算 可決
３６ 令和７年度三島町介護保険特別会計補正予算 可決

３７ 令和７年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

３８ 令和７年度三島町簡易水道事業会計補正予算 可決
３９ 令和７年度三島町下水道事業会計補正予算 可決
４０ 令和６年度三島町一般会計歳入歳出決算（※２に関連記事） 認定

４１ 令和６年度三島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認定

４２ 令和６年度三島町路線バス事業特別会計歳入歳出決算 認定

４３ 令和６年度三島町介護保険特別会計歳入歳出決算 認定

４４ 令和６年度三島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認定

４５ 令和６年度三島町簡易水道事業会計歳入歳出決算 認定

４６ 令和６年度三島町下水道事業会計歳入歳出決算 認定

４７ 三島町教育委員会委員の任命同意を求めるについて（※３に関連記事） 同意
４８ 三島町副町長の選任同意を求めるについて（※４に関連記事） 同意

【可決結果一覧と条例改正等の主な概要】
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【議案の可決の状況】
※１　議案第３４号　三島町一般会計補正予算の修正動議について

今回、議会に提出された一般会計補正予算のうち、「アジアデザイン学会」参加者送迎バス借上料（４
１万６，０００円）について、一部から予算案を削除する修正動議が提出されました。修正動議は、
主に以下の３点を理由に、公金支出の妥当性と公平性に疑問を呈しています。

 ①公金の公平性と特定の優遇への疑問
・当該学会は名誉町民が主催する事業であり、町民の利益に直接つながる効果の根拠が乏しい。
・�他の地区事業ではバス送迎が断られた事例もあり、公金の使い方が不公平である。町長の判断のみ
で支出が認められることで、今後も特定のイベントへの負担が増える恐れがある。

 ②経費負担の原則
・�参加者の送迎費用は、本来、主催者である学会側が負担すべきものであり、全額を町が公費で支払
うことについて町民の理解が得られない。

 ③財政悪化と優先度の低さ
・�町の財政状況が悪化し、優先課題が山積している中で、このバス費用は優先度が非常に低い。

議員は、町民の福祉向上につながらない予算案を可決することは、議会の監視役割を果たしていな
いとし、当該経費の削除が妥当であると訴えました。

採決の結果は下表のとおりで、賛成少数により否決となりました。
《提出者：５番　河越　昭利議員、賛成者：７番　𠮷垣絵梨子議員》

議案
番号

１番 ２番 ３番 ５番 ６番 ７番 ８番
馬場　学 青木喜章 菅家三吉 河越昭利 大竹克昌 𠮷垣絵梨子 五十嵐健二

34号 ○ × × ○ × ○ ×
※議長は裁決に加わりません。

議案
番号

１番 ２番 ３番 ５番 ６番 ７番 ８番
馬場　学 青木喜章 菅家三吉 河越昭利 大竹克昌 𠮷垣絵梨子 五十嵐健二

34号 × ○ ○ × ○ × ○
※議長は裁決に加わりません。

【議案第３４号三島町一般会計補正予算修正案の可決状況】

【議案第３４号三島町一般会計補正予算原案の可決状況】

７番　吉垣　絵梨子　議員　賛成討論
宮崎先生が町の生活工芸文化をつくり上げた重

要な人物であることは承知しており、私自身もそ
の講演を聞きに行き、先生の貢献を理解してい
る。
しかし、今回の学会はあくまでもアジアデザイ

ン学会であり、三島町の生活工芸を直接取り上げ

る内容や、町民との交流があるとは推察できない。
河越議員の指摘に加え、本町の財政状況は非常
に厳しい状況にあり、財政に余裕があれば別です
が、これほど厳しいときに、町民にとって効果が
薄く、関係性が見えにくい学会の支出に公費を充
てる余裕はないと考える。
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※２　議案第４０号　令和６年度三島町一般会計歳入歳出決算

７番　吉垣　絵梨子　議員　

５番　河越　昭利　議員　

反対討論

反対討論

今回歳入に計上された「公有物横領窃取に係る
損害返済金（３４５万３６９円）」及び「物品未
納分相当額の返金（１３３万１，０９４円）」に
ついて、町からは内部調査の適切さが説明されま
したが、私はこの金額の妥当性を確認するすべが
なく、信用できません。再発防止策も財務規則に
沿った内容とのことですが、その規則自体が守ら
れず、不祥事が生じたことを考えると、内部調査
を信頼できるのか疑問です。さらに、この財務規
則は例規集に掲載されず議員への提供もなく、内
容確認ができません。監査委員がこの規則を基に

監査しているのか、また職員が研修等で内容を理
解しているのかも不明です。町の財務運営が規則
通り行われているのか、私は１年間の活動を通じ
て疑念を持っています。今回も歳入の根拠が示さ
れない以上、不認定とせざるを得ません。
ハインリッヒの法則で言われるように、重大な
事故の背景には多数の不手際があります。今回の
横領はその重大事故であり、背後に様々な不備が
あると推察されます。法令遵守を基本とする町長
の言葉を重く受け止め、再発防止策の更なる見直
しを強く求めます。

決算審議は、執行済みとして軽視されがちです
が、予算が適正に執行されたかを確認し、各種資
料を基に行政効果や経済効果を評価する、住民に
代わる極めて重要な役割があります。さらにその
結果は、後年度の予算や行政執行に反映させる努

力が求められます。これは議員必携にも明記され
ており、議員としての基本であります。
しかし今回の審査は、この趣旨に基づいたもの
とは言い難いと感じております。そのため、私は
本決算認定に反対いたします。

議案
番号

１番 ２番 ３番 ５番 ６番 ７番 ８番
馬場　学 青木喜章 菅家三吉 河越昭利 大竹克昌 𠮷垣絵梨子 五十嵐健二

40号 ○ ○ ○ × ○ × ○
※議長は裁決に加わりません。

【議案第４０号　令和６年度三島町一般会計歳入歳出決算の認定状況】

会計区分 補正前予算 補 正 額 補正後予算
一 般 会 計 ２，６１３，０００ １７９，０００ ２，７９２，０００
国民健康保険特別会計 １８３，０９７ １，１００ １８４，１９７
介 護 保 険 特 別 会 計 ４２４，５９１ ５１，６４５ ４７６，２３６
後期高齢者医療特別会計 ４０，５４２ ３，０８１ ４３，６２３
下 水 道 事 業 会 計 １２８，１０４ ３，２４５ １３１，３１４９

	 【令和７年度９月補正予算の額】� （単位 : 千円）

※簡易水道事業会計については起債の限度額の変更のみ
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【
９
月
定
例
会
の

�

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

■�

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
の
内
容

①�

歳
入
：
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
減
額
に
つ
い
て

　
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
が
2
千
250
万
円
減
額
に

な
っ
た
理
由
は
？

　
　
消
雪
用
井
戸
掘
削
事
業
へ

の
要
望
額（
3
千
600
万
円
）

に
対
し
、
国
の
配
分
枠
や
県
の

配
分
枠
か
ら
、
最
終
的
な
内
示

額
が
1
千
350
万
円（
要
望
額
の
約

37
％
）に
な
っ
た
た
め
。

②�

歳
出
：
公
用
車
放
送
受
信
料

に
つ
い
て

　
　
放
送
受
信
料
（
175
万
3
千

円
）
の
内
訳
と
説
明
は
。

　
　
町
の
公
用
車（
カ
ー
ナ
ビ
・

テ
レ
ビ
受
信
機
能
付
き
）

10
台
分
の
N
H
K
受
信
料
で
、

最
も
古
い
も
の
で
16
年
ほ
ど
前

か
ら
遡
っ
て
請
求
さ
れ
た
た
め
。

放
送
法
に
基
づ
き
、
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
る
機
器
を
保
有
し
て
い

る
た
め
契
約
・
支
払
い
義
務
が

問答問答

あ
る
。

　
　
N
H
K
の
請
求
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
の
か
。

　
　
以
前
は
請
求
は
な
く
、
庁

舎
の
テ
レ
ビ
台
数
は
報
告

し
て
い
た
が
、
公
用
車
が
対
象

に
な
る
と
は
認
識
し
て
い
な
か

っ
た
。
近
隣
自
治
体
等
の
調
査
・

や
り
取
り
の
中
で
、
支
払
い
義

務
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
請
求
を
出
さ
ず
に
何
年
も

遡
っ
て
支
払
い
を
求
め
る

の
は
お
か
し
く
な
い
か
？

　
　
放
送
法
及
び
N
H
K
の
規

定
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
が
見

ら
れ
る
状
態
で
あ
れ
ば
契
約
・

支
払
い
義
務
が
生
じ
る
た
め
、

契
約
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に

遡
っ
て
支
払
う
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
。
他
の
自
治
体
も
同
様

に
支
払
っ
て
い
る
状
況
。

　
　
公
用
車
に
か
か
る
年
間
の

受
信
料
は
い
く
ら
か
。

　
　
1
台
あ
た
り
年
間
約
6
千

円
で
、
10
台
分
で
年
間
6

万
円
〜
7
万
円
程
度
に
な
る
見

込
み
。
公
用
車
は
庁
舎
の
テ
レ

問答問答問答

ビ
と
は
別
に
扱
わ
れ
る
。

③�

歳
出
：
生
活
工
芸
館
に
つ
い

て
　
　
生
活
工
芸
館
の
冷
暖
房
設

備
改
修
工
事
で
、
今
後
の

雪
害
対
策
は
？

　
　
今
回
の
予
算
に
は
ク
ー
リ

ン
グ
タ
ワ
ー
の
入
れ
替
え

費
用
に
加
え
、
今
後
同
様
の
被

害
が
な
い
よ
う
屋
根
を
設
置
す

る
た
め
の
費
用
も
計
上
さ
れ
て

い
る
。

④�

歳
出：道
路
維
持
費（
米
子
沢

裏
の
小
屋
解
体
）に
つ
い
て

　
　
道
路
維
持
費
の
小
屋
解
体

処
分
費
に
つ
い
て
、
議
決

前
の
着
工
で
は
な
い
か
？

　
　
既
に
処
理
が
進
ん
で
い
た

の
は
、
当
初
予
算
の
財
産

管
理
費
で
計
上
さ
れ
た
家
財
等

の
残
置
物
処
理
。
今
回
計
上
さ

れ
た
15
万
円
は
、
解
体
後
の
残

材
を
処
分
す
る
た
め
の
予
算
で

あ
り
、
議
決
前
の
着
工
に
は
当

た
ら
な
い
。

　
　
小
屋
の
解
体
は
町
の
直
営

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

問答問答問

に
は
？

　
　
町
職
員
が
計
画
・
指
揮
を

行
い
、
重
機
や
ご
み
ボ
ッ

ク
ス
を
借
り
、
桐
の
里
産
業
に

維
持
管
理
業
務
の
一
環
と
し
て

作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

外
部
の
解
体
業
者
に
請
け
負
わ

せ
た
わ
け
で
は
な
い
（
解
体
見

積
額
が
高
額
だ
っ
た
た
め
）。

　
　
桐
の
里
産
業
は
解
体
業
の

登
録
や
建
設
業
許
可
が
な

い
が
、
解
体
作
業
を
さ
せ
て
問

題
は
な
い
か
？

　
　
桐
の
里
産
業
は
解
体
業
を

生
業
と
し
て
い
る
者
で
は

な
い
た
め
、
許
可
等
は
不
要
と

認
識
し
て
い
る
。
町
が
直
営
で

自
分
の
建
物
を
壊
し
た
と
い
う

認
識
で
、
桐
の
里
産
業
は
手
伝

い
と
い
う
位
置
づ
け
。
建
物
も

小
規
模
（
55
㎡
）
で
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
事
前
の
届
出
等
も

不
要
。

　
　
桐
の
里
産
業
へ
の
支
払
い

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
？

　
　
通
常
の
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
費
（
年
間
の
賃
金

答問答問答

■歳　入
・地方交付税
　（普通交付税・特別交付税の増額）
� ６１，１２３千円
・�繰越金
　（令和６年度繰越金確定による増額）
� １１３，６８７千円

■歳　出
・財政調整基金積立� ４８，０００千円
・減債基金積立� ５０，０００千円
・公用車ＮＨＫ受信料未払分� １，７５３千円
・生活工芸館冷暖房設備改修工事� ５，８６１千円
・三島大橋街路灯修繕� ２，２００千円
・除雪機械修繕等� ４，２００千円
・除雪委託料� ５０，０００千円



三　島　町　議　会 6９ 月定例会のあらまし

等
）
の
中
で
支
払
わ
れ
て
お
り
、

今
回
の
解
体
作
業
の
た
め
の
補

正
予
算
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
の
全
て
の
業
務
は
法
令

遵
守
の
も
と
に
行
わ
れ
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
か
？

　
　
町
は
法
令
で
設
け
ら
れ
た

組
織
で
あ
り
、
法
令
遵
守

で
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。

⑤�

歳
出：ア
ジ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

会
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　
　
情
報
が
不
明
確
な
状
態
で

予
算（
バ
ス
代
41
万
6
千

円
）を
計
上
す
る
の
は
適
切
か
？

　
　
日
程
と
あ
る
程
度
の
方
法

は
決
ま
っ
て
お
り
、
9
月

開
催
の
議
会
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
事
前
に
予
算
化
し
た
も
の

で
、
計
上
の
仕
方
に
間
違
い
は

な
い
。

　
　
ア
ジ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
会
と

三
島
町
の
関
係
や
、
過
去

の
開
催
実
績
は
？

　
　
三
島
町
で
は
初
め
て
の
開

催
。
名
誉
町
民
の
宮
崎
清

先
生
が
主
催
者
で
、
先
生
が
三

島
町
の
生
活
工
芸
運
動
を
ア
ジ

問答問答問答

ア
の
大
学
の
先
生
た
ち
に
見
て

も
ら
い
、
今
後
の
発
展
に
つ
な

げ
る
趣
旨
か
ら
、
町
も
共
催
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
　
共
催
は
学
会
側
か
ら
の
依

頼
か
、
町
側
か
ら
の
提
案

か
？

　
　
宮
崎
清
先
生
を
代
表
と
し

た
主
催
者
側
か
ら
の
共
催

の
お
願
い
で
あ
る
。

　
　
共
催
が
3
月
に
確
定
し
て

い
た
な
ら
、
な
ぜ
8
月
22

日
の
議
案
説
明
で
触
れ
な
か
っ

た
の
か
？

　
　
3
月
に
は
開
催
要
項
が
来

て
い
た
が
、
具
体
的
な
内

容
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た

た
め
。
説
明
不
足
で
申
し
訳
な

い
。

　
　
本
来
主
催
者
が
負
担
す
べ

き
バ
ス
代
を
町
が
負
担
す

る
理
由
は
？

　
　
国
内
外
か
ら
多
数
の
参
加

者
（
100
名
程
度
）
が
見
込

ま
れ
、
個
人
負
担
の
経
費
が
か

さ
む
た
め
、
来
町
し
て
も
ら
う

問答問答問答

た
め
に
町
が
バ
ス
費
用
を
計
上

し
た
。
宿
泊
に
よ
る
経
済
効
果

も
期
待
し
て
い
る
。
主
催
者
側

か
ら
は
一
部
費
用
負
担
の
意
向

も
あ
り
、
そ
の
際
は
歳
入
に
入

れ
る
予
定
。

　
　
町
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
地
区

の
イ
ベ
ン
ト
で
バ
ス
送
迎

を
断
っ
た
事
例
と
比
べ
、
今
回

の
支
出
は
公
平
か
？

　
　
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
と
今
回

の
事
業
は
比
較
対
象
が
異

な
る
と
考
え
る
。
今
回
の
事
業

は
宿
泊
者
が
多
く
、
経
済
効
果

や
生
活
工
芸
運
動
の
発
展
性
が

期
待
で
き
る
た
め
、
町
と
し
て

支
援
す
る
。
ま
た
、
会
費
を
集

め
る
事
業
で
は
自
家
用
バ
ス
（
白

ナ
ン
バ
ー
）
で
の
運
行
が
で
き

な
い
と
い
う
制
約
も
あ
る
。

　
　
今
後
、
町
は
名
誉
町
民
や

特
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
特
別

扱
い
す
る
の
か
？

　
　
名
誉
町
民
は
宮
崎
先
生
の

み
。
他
の
団
体
等
で
同
様

の
事
例
が
出
た
場
合
は
、
議
会

に
説
明
し
、
納
得
が
得
ら
れ
れ

ば
予
算
計
上
を
検
討
す
る
。
宮

問答問答

崎
先
生
は
三
島
町
の
発
展
に
長

年
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
事
業

を
受
け
入
れ
た
。

　
　
今
後
、
予
算
計
上
の
前
に

議
会
へ
の
説
明
を
徹
底
す

べ
き
で
は
な
い
か
？

　
　
説
明
が
遅
れ
た
こ
と
は
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
、

今
後
は
庁
内
連
絡
会
議
な
ど
で

共
有
し
、
全
協
な
ど
で
丁
寧
に

説
明
し
、
議
会
の
了
解
を
得
な

が
ら
予
算
を
計
上
し
て
い
き
た

い
。 問答

　
　
町
が
共
催
を
決
定
す
る
際

の
具
体
的
な
基
準
は
？

　
　
明
確
な
基
準
は
な
い
。
名

義
後
援
や
共
催
の
依
頼
は

文
書
で
来
る
が
、
今
回
は
宮
崎

先
生
か
ら
の
直
接
の
打
診
で
あ

り
、
そ
の
事
業
内
容
や
町
へ
の

貢
献
度
な
ど
を
精
査
し
て
町
長

が
共
催
を
決
定
し
た
。
町
長
は

先
生
の
三
島
町
へ
の
貢
献
を
重

視
し
て
い
る
。

問答

生活工芸館冷暖房設備改修工事（クーリングタワー）
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【教育委員の任命について】※３
●三島町教育委員会委員に任命された方●
氏　　名 地　　区 備　　考
五十嵐　豊子 大石田 再任（3期目）
※�教育委員会委員は、当該地方公共団体の長の
被選挙権を有する者（満２５歳以上の者）で、
人格が高潔で、教育や学術、文化に関して識
見を有する者のうちから、町長が議会の同意
を得て任命します。任期は４年です。

【令和７年第２回臨時議会の開催について】
９月２９日（月）第２回議会臨時会が開催されました。執行部からの次の議案が提出されました。
議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

４９

訴えの提起について
・�町が県立病院建設用地として旧町民運動場を貸与するにあたり、個人名義となっ
ている土地について、登記手続きに協力を得られない方について、時効取得を原
因とする所有権移転登記手続きを求める訴訟を提起する。

可決

５０
工事請負契約の締結について（町道寺沢・四ツ田線消雪井戸工事）
・�予定価格が５千万円を超えたことから、議会の議決に付すべき契約及び財産の取
得、又は処分に関する条例に基づき議会の議決に付する。

可決

５１ 令和７年度三島町一般会計補正予算（※内容に疑義が生じたため撤回）
５２ 令和７年度三島町一般会計補正予算（追加議案） 可決

【令和７年第２回臨時議会補正予算の額】
（単位 : 千円）

会計区分 補正前予算 補正額 補正後予算
一般会計 ２，７９２，０００ ８，０００ ２，８００，０００

【一般会計補正予算の主な内容】
　■歳　入	 	 ■歳　出
　・財政調整基金繰入金	 ３，０００千円	 ・宮下地区内街灯修繕		  ８１０千円
　・災害復旧事業債	 ５，０００千円	 ・町有地移転登記に係る訴訟委託料	 １，８００千円
		  ・町道高清水大石田線災害復旧	 ５，０００千円
		  ・予備費		  ３９０千円

【人事案件について】※４
●三島町副町長に任命された方●
氏　　名 地　　区 備　　考
鈴木　庄蔵 桧　原 新　任

※任期は令和７年１０月１日から４年間です。



三　島　町　議　会 8９ 月定例会のあらまし

【令和７年第３回臨時議会の開催について】
１１月４日（火）第３回議会臨時会が開催されました。執行部からの次の議案が提出されました。
議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

５３

訴えの提起について
・�町が県立病院建設用地として旧町民運動場を貸与するにあたり、個人名義となっ
ている土地について、登記手続きに協力を得られない方について、時効取得を原
因とする所有権移転登記手続きを求める訴訟を提起する。

可決

５４ 令和７年度三島町一般会計補正予算 可決
※河越昭利議員の不適切な行為に対して、議場内で謝罪がありました。

【令和７年第３回臨時議会補正予算の額】
（単位 : 千円）

会計区分 補正前予算 補正額 補正後予算
一般会計 ２，８００，０００ １，１００ ２，８０１，１００

【一般会計補正予算の主な内容】
　■歳　入	 	 ■歳　出
・財政調整基金繰入金	 １，１００千円	 ・還付金	 ８９０千円

		  ・還付加算金	 ２１０千円

【 還付金・還付加算金の説明 】

１． 概 要
納税者から、固定資産税の課税明細書における家屋の面積に疑義があるとの指摘を受け
確認したところ、誤った面積を登録していたことから、固定資産税を過大に課税していた
ことが判明しました。
２． 原 因

平成９年度、固定資産税の課税台帳の変更登録を行った際に、誤った面積を登録したと
推測されます。
面積の誤登録により、当該家屋の評価額に差異が生じ、本来の税額より過大に課税して
いました。
３ ．対 応
⑴�　課税を誤っていた納税者及び関係者に対し謝罪を行い、過誤納の経緯と返還内容を丁
寧にご説明申し上げ、町固定資産税等に係る返還金の支払要綱に基づき、固定資産税の
返還（２０年間遡及）を行います。
・対象者数 １名（１件）
・返還金額 １，０７８，１００円（本税８８０，１００円、利息１９８，０００円）
⑵�　本件以外で固定資産税の課税台帳の変更登録を行った際に、面積等の誤入力がないか
確認作業を行ったところ、他に誤入力はないことが確認されました。
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６議員が一般質問

─ 一般質問とは ─
議員が町の様々な課題について、施策の状況や将来の方針につい
て報告や説明を求めるとともに、議員自身の提案を行うことです。
議員にとってもっとも大事な発言の場です。
●事前の通告に基づき質問
質問者は、議長の許可を得て事前に執行者に通告した内容に沿っ
て質問します。
●持ち時間は 1時間以内
論点及び争点を明確にし、議論が深まるよう一問一答方式を採用
しており、答弁を含めて 1時間の時間内であれば何回でも質問す
ることができます。

ここでは、紙面の都合で議員の質問と答弁を要約した内容をお知らせしています。内
容は議員自らが編集しています（一人１ページ）。詳しくは、三島テレビの議会放送や
議事録をご覧ください。

●河越　昭利（１０Ｐ）
・�町出資法人の経営状況と今後の経営方針

●大竹　克昌（１１Ｐ）
・県要望について
・組織編成について

●青木　喜章（１２Ｐ）
　・公営施設の休日
・職員の研修・行政調査の実施状況
・獣害被害対策

●馬場　学（１３Ｐ）
・作業の人手不足の対応
・県立宮下病院

●吉垣　絵梨子（１４Ｐ）
・町の財政状況踏まえた事業の見直し
・今後の情報発信の在り方

●五十嵐　健二（１５Ｐ）
・町が行っている事業

一 般 質 問一 般 質 問
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会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社

に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
決
算
を
受
け

て
町
の
見
解
と
、
令
和
７

年
度
の
販
売
状
況
及
び
今
年
度

の
見
通
し
は
？

　
　
令
和
６
年
度
決
算
で
は
555

万
1
千
円
の
損
失
と
な

り
、
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
従
業
員
２
名
の

削
減
を
実
施
し
、
人
件
費
の
削

減
を
行
っ
た
。

今
年
度
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
多
少
の
収
益
を
見
込
め
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

職
人
の
育
成

　
　
桐
の
加
工
技
術
の
継
承
を

考
え
れ
ば
職
人
を
退
職
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
、
こ

れ
か
ら
の
職
人
の
育
成
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

会
津
桐
は
三
島
町
、
日
本

の
文
化
で
あ
り
、
今
後
も

残
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
国

や
業
者
の
協
力
を
得
て
、
技
術

者
が
い
な
い
と
い
う
状
況
は
避

け
、
努
力
し
て
継
承
し
て
い
く
。

問答問答

�

会
津
桐
魅
力
向
上
事
業
の

委
託
先

　
　
過
去
2
年
間
で
多
額
（
約

1
千
334
万
円
）
が
会
津
桐

タ
ン
ス
株
式
会
社
の
み
に
委
託

さ
れ
て
い
る
。
他
の
業
者
へ
の

委
託
や
複
数
の
会
社
へ
の
業
務

委
託
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
町
が
欲
し
い
製
品
を
見
つ

け
て
桐
タ
ン
ス
に
製
作
を

お
願
い
し
て
い
る
。「
桐
の
里
」

三
島
と
し
て
、
日
本
の
文
化
で

あ
る
桐
を
残
し
、
植
栽
か
ら
商

品
化
ま
で
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
何
ら
問

題
は
な
い
と
考
え
る
。

林
産
事
業
振
興
基
金

　
　
林
産
事
業
振
興
基
金
の
令

和
６
年
度
末
の
返
済
が
な

い
。
な
ぜ
返
済
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
経
営
状
態
の
悪
化
か
ら
損

益
が
出
て
お
り
、
町
に
依

頼
し
償
還
を
延
ば
し
た
。

累
積
赤
字
と
存
続

　
　
累
積
赤
字
が
6
千
700
万
円

あ
る
が
、
7
千
300
万
円
の

出
資
金
と
の
関
係
を
ど
う
処
理

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
以
上
の

負
債
で
倒
産
・
解
散
と
な
っ
た

問答問答問

場
合
、
町
民
及
び
株
主
の
負
担

に
つ
い
て
も
懸
念
す
る
。

　
　
出
資
金
7
千
300
万
円
か
ら

赤
字
が
引
か
れ
、
株
主
資

本
合
計
は
実
質
600
万
円
程
度
に

な
っ
て
い
る
。
負
債
が
増
え
れ

ば
解
散
も
考
え
ら
れ
る
。

栽
培
技
術
の
継
承

　
　
現
在
、
三
島
町
で
桐
の
栽

培
技
術
の
継
承
を
担
っ
て

い
る
の
は
誰
な
の
か
。

　
　
現
在
は
桐
専
門
員
は
配
置

し
て
い
な
い
が
、
特
命
担

当
課
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

方
や
桐
の
里
産
業
に
植
栽
地
の

管
理
を
お
願
い
し
、
デ
ー
タ
整

理
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
見
直
し

　
　
苗
の
育
成
、植
栽
、管
理
、

す
べ
て
補
助
金
で
賄
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
製
品
の
販
売

も
不
振
な
状
況
の
中
で
会
津
桐

の
再
興
が
可
能
な
の
か
。
後
期

振
興
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
会

津
桐
タ
ン
ス
㈱
の
存
続
も
含
め

た
事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答問答意見

桐
の
里
産
業
株
式
会
社
に

つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
の
決
算
を
受

け
て
、
町
の
見
解
と
各
部

門
の
収
支
を
伺
う
。

　
　
桐
の
里
産
業
の
令
和
６
年

度
の
決
算
は
、
売
上
げ
２

億
1
千
774
万
9
千
81
円
、
利
益

761
万
1
千
119
円
。

働
き
手
の
確
保

　
　
社
員
も
高
齢
化
し
、
今
後

労
働
力
確
保
が
課
題
と
な

る
が
、
社
員
の
応
募
が
少
な
い

原
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
今
後
も
必
要
な
人
員
を
投

入
す
る
た
め
、
働
き
や
す

い
職
場
と
な
る
よ
う
、
福
利
厚

生
や
待
遇
面
も
様
々
検
討
し
な

が
ら
、
経
営
を
圧
迫
し
な
い
よ

う
募
集
を
か
け
て
い
き
た
い
。

給
与
体
系
の
改
善

　
　
人
材
が
集
ま
ら
な
い
要
因

は
給
料
の
問
題
も
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
の
で
、

し
っ
か
り
生
活
で
き
る
給
料
を

支
払
う
べ
き
。
現
在
働
い
て
い

る
方
も
含
め
、
給
与
体
系
や
働

く
環
境
の
改
善
を
お
願
い
し
た

い
。 問答問答要望

河越　昭利 議員

─ �「桐文化継承」と「地域経済循環」を最優先。経営
改革を推進。

町出資法人の経営状況と
今後の経営方針
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大竹　克昌 議員

　
　
国
道
400
号
（
杉
峠
）
は
ト

ン
ネ
ル
化
の
計
画
は
全
く

な
い
の
か
。
通
年
通
行
や
除
雪

な
ど
、
陳
情
内
容
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
県
か
ら
、
将
来
の
ト
ン
ネ

ル
計
画
の
支
障
と
な
ら
な

い
よ
う
、
橋
梁
を
活
用
し
た
局

部
改
良
の
事
業
化
を
検
討
す
る

と
の
回
答
が
あ
り
、
今
ま
で
と

違
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
ら
れ
る
。

引
き
続
き
、
同
盟
会
で
事
業
効

果
を
別
角
度
か
ら
検
証
し
、
強

く
要
望
活
動
を
継
続
す
る
。

　
　
西
方
集
落
内
の
消
雪
施
設

は
直
っ
た
の
か
。
実
現
し

な
い
ト
ン
ネ
ル
陳
情
よ
り
、
町

民
の
生
活
道
路
（
消
雪
の
修

繕
・
除
雪
予
算
）
へ
の
陳
情
を

優
先
す
べ
き
で
は
。

　
　
消
雪
施
設
は
町
民
の
「
生

命
線
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」

で
あ
り
、
整
備
は
当
然
。
町
道

化
の
条
件
は
「
消
雪
施
設
の
改

良
」
で
あ
り
、
完
了
ま
で
町
道

化
は
受
け
取
ら
な
い
。
消
雪
が

出
な
い
区
間
は
小
型
除
雪
機
な

ど
で
対
応
し
、
並
行
し
て
県
に

改
良
が
で
き
な
い
場
合
の
除
雪

問答問答

の
徹
底
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　
美
女
峠
は
車
が
通
れ
る
よ

う
に
な
る
見
込
み
は
。
県

か
ら
町
道
管
理
の
要
請
が
あ
っ

た
件
に
つ
い
て
。 

　
　
事
業
中
止
の
ま
ま
で
あ
る
。

県
か
ら
「
歩
く
県
道
の
管

理
を
町
で
行
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を

拒
否
し
、
引
き
続
き
通
年
通
行

が
可
能
で
、
昭
和
村
側
ま
で
通

れ
る
道
路
を
建
設
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

宮
下
病
院
建
て
替
え
は

　
　
計
画
が
遅
れ
て
い
る
と
不

安
の
声
が
あ
る
が
、
予
定

ど
お
り
建
つ
の
か
。
ま
た
、
未

登
記
用
地
の
整
理
は
。

　
　
令
和
9
年
度
末
の
開
設
に

向
け
、
9
月
以
降
に
進
入

路
・
造
成
工
事
が
始
ま
り
、
予

定
ど
お
り
建
設
さ
れ
る
。
町
有

地
の
未
登
記
整
理
は
、
費
用
・

手
間
が
か
か
る
た
め
今
す
ぐ
は

難
し
い
が
、
問
題
が
起
き
な
い

よ
う
確
認
し
な
が
ら
徐
々
に
進

め
て
い
く
。

問答問答

─ �国道400号杉峠は粘り強い要望が実を結び、局部
改良の事業化検討が前進。

県要望について

　
　
副
町
長
不
在
は
町
政
運
営

上
問
題
で
あ
り
、
早
急
に

適
切
な
人
材
を
見
つ
け
て
就
任

さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材

を
選
定
し
、
早
期
の
就
任

を
進
め
る
。

 

特
命
担
当
課
長
の
復
職
と

特
命
担
当
課
の
あ
り
方

　
　
病
気
休
暇
中
の
課
長
は
復

職
で
き
る
の
か
。
特
命
担

当
課
を
廃
止
し
、
林
業
業
務
を

産
業
建
設
課
へ
移
管
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
本
人
が
復
職
を
希
望
す
れ

ば
環
境
を
整
え
る
が
、
課

長
職
で
の
復
職
か
は
病
状
を
み

て
判
断
。
林
業
業
務
は
、
工
事

系
を
産
業
建
設
課
へ
、
間
伐
等

の
委
託
事
業
を
総
務
課
長
が
代

替
し
、
当
面
は
現
状
の
体
制
で

対
応
す
る
。

問答問答

─ �

副
町
長
は
組
織
安
定
と
喫
緊
課
題
対
応

の
た
め
、
時
代
に
対
応
で
き
る
適
切
な

人
材
を
早
急
に
任
命
。

組
織
編
成
に
つ
い
て

副
町
長
・
特
命
担
当
課
長

不
在
へ
の
認
識

　
　
副
町
長
空
席
、
特
命
担
当

課
長
の
病
気
休
暇
と
い
う

状
況
を
町
長
と
し
て
ど
う
認
識

し
、
今
後
の
組
織
体
制
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
副
町
長
の
空
席
は
職
員
負

担
増
と
町
政
運
営
に
問
題

が
あ
り
、
人
口
減
少
対
策
な
ど

の
喫
緊
の
課
題
へ
最
優
先
で
取

り
組
む
た
め
、
早
急
に
対
応
す

る
。特

命
担
当
課
の
業
務
は
産
業

建
設
課
・
総
務
課
長
が
代
替
し
、

担
当
職
員
の
復
帰
を
原
則
と
す

る
が
、
本
人
の
状
況
を
確
認
し

対
応
す
る
。

将
来
組
織
に
つ
い
て
は
令
和

8
年
度
か
ら
の
振
興
計
画
後
期

ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
主

組
織
体
制
の
構
築
を
今
年
度
検

討
す
る
。

問答
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今
年
の
被
害
は
例
年
以
上

に
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
町
は
被
害
状
況
を
ど
の

程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
熊
、
イ
ノ
シ
シ
、
猿
、
鹿

の
出
没
が
多
発
し
、
今
年

も
人
里
近
く
で
の
出
没
や
、
猿

に
よ
る
家
庭
菜
園
の
被
害
増
加

を
確
認
し
て
い
る
。
県
へ
報
告

す
る
被
害
額
は
主
に
出
荷
農
家

の
農
産
物
被
害
で
あ
り
、
家
庭

菜
園
の
被
害
額
は
報
告
し
て
い

な
い
。

問答

　
　
耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
ネ
ッ
ト
設

置
な
ど
被
害
対
策
へ
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
う

支
援
す
る
の
か
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
防

ぐ
た
め
、
被
害
対
策
へ
の

支
援
は
重
要
だ
が
、
費
用
の
全

額
負
担
は
困
難
。 

補
助
金
制

度
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
今
後

も
町
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支

援
を
続
け
て
い
く
。

問答

　
　
町
民
へ
の
対
策
の
周
知
と

指
導
の
徹
底
を
求
め
る
。

　
　

被
害
対
策
の
周
知
・
指
導

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も

鳥
獣
専
門
員
を
中
心
に
、
ネ
ッ

ト
設
置
の
講
習
会
実
施
な
ど
、

地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

く
。 問答

─ �ガソリンスタンドは休業日の見直しへ。長期休業
を避けて営業体制を構築。

公営施設の休日について

青木　喜章 議員

年
末
年
始
の
休
日
見
直
し

　
　
道
の
駅
（
三
が
日
休
業
）、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
町

営
バ
ス
の
年
末
年
始
の
休
業
は

町
民
や
帰
省
客
の
利
便
性
を
損

ね
る
。
利
便
性
向
上
に
向
け
た

休
日
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
道
の
駅
は
、
町
の
玄
関
口

と
し
て
営
業
日
を
検
討
す

る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、

町
民
の
要
望
が
多
い
た
め
、
再

来
年
以
降
の
営
業
日
数
延
長
を

検
討
す
る
。
町
営
バ
ス
は
、
町

民
の
移
動
手
段
と
し
て
年
末
年

始
の
運
行
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

結
果
、
年
末
年
始
の
需
要
は
低

い
と
考
え
運
行
し
ま
せ
ん
。

道
の
駅
休
日
の
根
拠

　
　
道
の
駅
の
正
月
三
が
日
休

業
の
根
拠
は
？
運
営
の
工

夫
で
営
業
延
長
で
き
な
い
か
？

　
　
運
営
会
社
の
従
業
員
の
負

担
を
考
慮
し
、
三
が
日
を

休
業
と
し
て
い
る
。
利
便
性
向

上
の
た
め
、
来
年
度
の
営
業
日

数
延
長
に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
。 問答問答

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

職
員
の
研
修
・
行
政
調
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
研

修
・
行
政
調
査
を
実
施
・

計
画
し
て
い
る
の
か
？

　
　
通
常
研
修
：
福
島
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を

実
施
。
今
年
度
か
ら
定
期
開
催

と
し
、
管
理
職
向
け
に
は
不
祥

事
防
止
の
研
修
。
新
人
職
員
は

教
職
員
研
修
に
参
加
。
台
湾
訪

問
も
視
察
研
修
と
と
ら
え
て
い

問答

る
。

町
民
と
の
交
流
：
若
者
交
流
事

業
等
々
で
町
民
と
の
交
流
を
図

っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
継
続
的
な
「
人
へ

の
投
資
」
の
考
え
方
は
？

　
　
独
自
の
研
修
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
知
識
習
得
と
能
力
向
上
に

問答

取
り
組
む
。

　
　
職
員
が
知
識
を
得
て
町
民

に
広
め
る
た
め
、
積
極
的

な
視
察
・
研
修
を
続
け
て
ほ
し

い
。

　
　
要
望
と
し
て
受
け
止
め
、

積
極
的
な
視
察
・
研
修
を

継
続
し
て
い
く
。

問答
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１�

、�

建
設
用
地
の
確
保
と
進

捗
に
つ
い
て

　
　
用
地
買
収
の
遅
れ
や
訴
訟

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い

た
が
、
工
事
の
遅
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
、
現
状
と
今
後
の
進
め

方
を
伺
う
。

　
　
訴
訟
に
よ
る
解
決
を
検
討

し
、
工
期
影
響
を
回
避
。

用
地
の
一
部
に
居
所
不
明
者

や
未
同
意
の
相
続
人
が
残
存
。

今
後
の
建
て
替
え
に
影
響
が
生

じ
な
い
よ
う
、
県
病
院
局
と
連

絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
対
応
す

る
。2�

、
地
元
木
材
の
活
用
に

　
つ
い
て

　
　
地
元
木
材
を
積
極
的
に
使

用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

　
　
県
へ
の
要
望
活
動
を
診
療

圏
4
町
村
の
首
長
連
名
で

問答問答

継
続
中
。
今
後
も
状
況
を
見
な

が
ら
要
望
活
動
を
行
う
。

3�

、
地
域
医
療
提
供
体
制

と
住
民
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　
　
夜
間
・
休
日
診
療
で
断
ら

れ
た
と
い
う
住
民
の
声
が

あ
る
が
、
町
と
し
て
こ
の
問
題

を
把
握
し
て
い
た
の
か
、
今
後

の
対
策
は
。

　
　
病
院
と
連
携
し
、
適
切
な

対
応
を
促
す
。
小
児
医
療

は
、
専
門
的
医
療
が
必
要
な
場

合
、
近
隣
の
専
門
医
が
い
る
医

療
機
関
へ
紹
介
し
て
い
る
。
発

熱
外
来
等
で
症
状
に
変
化
が
あ

れ
ば
連
絡
を
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。（
土
日
の
人
数
制

限
な
し
）。
町
と
し
て
、
そ
の

よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
直
ち
に

病
院
へ
伝
え
、
今
後
も
同
様
に

対
応
し
て
い
く
。

問答

馬場　　学 議員

　
　
夜
間
診
療
で
断
ら
れ
た
り
、

高
額
な
選
定
医
療
費
の
負

担
が
生
じ
た
り
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
情
報
把
握
後
、
直
ち
に
病

院
へ
伝
達
。

町
と
し
て
も
、
町
民
か
ら
の

そ
う
い
っ
た
情
報
を
把
握
し
た

際
は
、
直
ち
に
病
院
へ
伝
え
て

き
た
の
で
、
今
後
も
同
様
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問答

─ �町の機械の購入・貸出しは責任問題と財政負担か
ら行わず、破損時の責任を明確化した上でレンタ
ル会社からの貸出しで対応する。

地域共同作業の人手不足への
対応について

　
　
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足

と
作
業
負
担
が
増
大
し
て

い
る
。
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
購

入
、
町
の
機
械
の
貸
出
し
・
レ

ン
タ
ル
を
含
め
、
町
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
町
の
機
械
購
入
・
貸
出
し

は
困
難
。
レ
ン
タ
ル
運
用

を
整
備
。

町
の
機
械
貸
出
し
は
、
事
故

時
の
修
繕
・
保
険
等
の
責
任
問

題
が
あ
る
た
め
、
公
用
車
も
含

め
行
わ
な
い
。

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
購
入
は
、
高

額
な
費
用
と
維
持
費
か
ら
現
実

的
で
は
な
い
。
レ
ン
タ
ル
会
社

か
ら
の
貸
出
し
は
相
談
に
応
じ

る
予
定
。
た
だ
し
、
レ
ン
タ
ル

機
械
の
破
損
事
例
が
続
い
た
た

め
、
今
後
は
「
地
区
で
修
理
費

を
負
担
す
る
」
旨
の
覚
書
を
検

討
し
た
上
で
貸
出
し
を
行
う
。

問答

─ �

用
地
買
収
は
訴
訟
で
解
決
を
図
り
建
設
を
進
め
、
地
元
産
材
活
用
は

県
に
要
望
を
継
続
し
、
地
域
医
療
の
懸
念
は
病
院
に
伝
達
・
改
善
を

促
す
。 

県
立
宮
下
病
院
に
つ
い
て
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─ �財政健全化計画策定も視野に庁内で議論する。

町の財政状況を踏まえた
事業の見直し

𠮷垣絵梨子 議員

　
　
テ
レ
ビ
電
話
に
代
わ
る
情

報
取
得
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

は
、
町
が
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
事
業
で
あ
る
。
今
年
度
の

予
算
措
置
は
見
送
ら
れ
た
が
、

町
の
重
要
度
と
取
り
組
み
状
況

は
？

　
　
情
報
伝
達
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
確
実
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

現
在
、

ス
マ
ホ
を
活
用
し
、
L
I
N
E

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
メ
イ

ン
に
、
持
っ
て
い
な
い
方
へ
の

対
応
と
合
わ
せ
、
時
代
に
合
っ

た
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

町
の
H
P
の
情
報
公
開

（
会
議
録
な
ど
）
の
判
断

基
準
や
、
現
状
の
課
題
は
？

　
　
会
議
録
の
公
開
な
ど
、
決

め
ら
れ
た
部
分
は
他
自
治

体
を
参
考
に
公
開
す
る
よ
う
取

り
組
む
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
は
各
課

で
担
当
し
、
課
長
承
認
の
も
と

問答問答

　
　
非
常
に
高
い
経
常
収
支
比

率
の
理
由
と
経
常
経
費
を

削
減
の
た
め
の
取
り
組
み
は
？

　
　
人
事
勧
告
に
よ
る
人
件
費

の
増
加
、
道
路
除
雪
費
の

増
加
、
物
価
高
騰
に
よ
る
物
件

費
の
上
昇
な
ど
が
大
き
な
要
因
。

人
件
費
の
削
減
は
困
難
で
あ
り
、 

委
託
費
や
物
件
費
に
つ
い
て
は

予
算
編
成
時
に
削
減
を
指
示
し

て
い
る
が
、
大
き
な
削
減
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
臨
時
的
経
費

を
整
理
し
な
が
ら
、
経
常
経
費

を
ど
う
抑
え
る
か
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
「
健
全
化
判
断
比
率
を
超

え
て
い
な
い
か
ら
健
全
」

と
い
う
認
識
は
甘
く
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
た
め
に
、
喜

多
方
市
の
よ
う
に
「
財
政
健
全

化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
具
体

的
に
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
？

　
　
計
画
策
定
の
資
料
を
集
め

て
お
り
、
今
後
、
課
長
会

議
等
で
検
討
す
る
。

　
　
補
正
予
算
は
緊
急
時
な
ど

に
計
上
す
べ
き
で
あ
り
、

問答問答問

掲
載
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
が
、
職
員
間
の
操
作
能
力
差

な
ど
、
更
新
頻
度
や
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
改
善
を
検
討
す
る
。

　
　
S
N
S
活
用
な
ど
外
部
へ

の
P
R
や
情
報
発
信
の
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
？
職
員
で
対
応
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
協
力
隊
や
町
内
の

外
部
人
材
に
委
託
す
る
考
え
も

あ
る
と
思
う
。

　
　
情
報
発
信
力
強
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
準
備
を
し
て
お
り
、
職

員
で
の
組
織
体
制
構
築
を
検
討

中
。
財
政
状
況
も
配
慮
し
つ
つ
、

必
要
で
あ
れ
ば
外
部
人
材
の
活

用
も
考
え
る
。

　
　
T
V
電
話
代
替
サ
ー
ビ
ス

は
、
試
運
転
で
も
い
い
か

ら
新
た
な
運
用
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

問答意見

─ �

Ｔ
Ｖ
電
話
に
代
わ
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の　

活
用
を
メ
イ
ン
に
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
情
報
発
信
の
あ
り
方

除
雪
費
は
じ
め
当
初
予
算
で
計

上
す
べ
き
経
費
を
補
正
予
算
で

計
上
す
る
と
い
う
予
算
編
成
の

在
り
方
は
あ
る
べ
き
姿
で
は
な

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
？

　
　
町
長　
当
初
予
算
で
一
年

間
の
経
費
を
計
上
す
る
の

が
原
則
で
あ
り
、
今
回
は
、
除

雪
費
な
ど
で
異
例
の
対
応
と
な

り
、
心
配
を
お
か
け
し
た
。
今

後
は
原
則
に
基
づ
き
編
成
す
る
。

　
　
基
金
取
崩
し
が
で
き
な
い

状
況
や
地
方
債
の
発
行
を

抑
え
た
際
、
町
が
目
標
と
す
る

当
初
予
算
25
億
円
の
歳
入
が
確

保
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
の
25

億
円
の
根
拠
は
？

　
　
25
億
円
と
い
う
数
字
は
、

標
準
財
政
規
模
な
ど
を
考

慮
し
て
い
る
が
、
歳
入
を
考
え

る
と
今
後
は
厳
し
い
と
想
定
し

て
い
る
。

答問答

町の借入状況（令和６年度末）
一 般 会 計 41億 8880 万円
簡易水道事業 8億 5084 万円
下 水 道 事 業 1億 3161 万円

　
　
財
政
状
況

を
踏
ま

え
、
第
五
次
振

興
計
画
後
期
計

画
の
見
直
し
も

行
っ
て
ほ
し
い
。

意見
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五十嵐 健二 議員

─ ゼロカーボン達成へ。「森林整備面積」を精査！
 　町民には「キエーロ」周知強化へ。

ゼロカーボンビジョンと
森林整備について

─ �

協
議
会
の
活
動
再
開
へ
！
温
泉
熱
利
用
の

循
環
型
事
業
の
導
入
を
検
討
。 

三
島
町
地
域
循
環
共
生
圏

推
進
協
議
会
に
つ
い
て

⑴ 

進
捗
状
況
へ
の
懸
念

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
「
管
理
さ
れ
た

森
林
」
の
30
％
は
、
現
状
で
は

何
一
つ
進
ん
で
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
実
際
の
整
備
面
積
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
30
％
は
2
0
5
0
年
目
標

達
成
の
た
め
の
「
目
指
し

た
い
」
目
標
値
で
あ
り
、
現
在

の
整
備
面
積
で
は
な
い
。
正
確

な
整
備
面
積
は
後
日
集
計
し
て

報
告
す
る
。

⑵ 

森
林
経
営
管
理

　
　
経
営
管
理
権
配
分
計
画
は

早
戸
地
区
の
モ
デ
ル
地
区

で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
先
に

進
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
意
向
確
認
の
難
し
さ
や
所

有
者
不
明
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
全
町
的
な
取
り
組
み
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ど
の
町
村

も
抱
え
る
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

⑶ 

吸
収
量
増
加
策

　
　
C
O
2
吸
収
量
を
増
や
す

森
林
整
備
が
重
要
。
森
林

環
境
譲
与
税
を
積
極
的
に
活
用

し
、
皆
伐
植
林
や
J
-ク
レ
ジ

問答問答問

⑴ 

協
議
会
の
活
動

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
コ
ジ
ェ

ネ
）
事
業
が
頓
挫
し
て
以

降
、
推
進
協
議
会
や
３
つ
の
委

員
会
の
活
動
が
停
滞
し
、
昨
年

（
令
和
6
年
度
）は
一
度
も
会
議

が
開
か
れ
て
い
な
い
。
形
骸
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
コ
ジ
ェ
ネ
を
含
む
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
具
体
的

な
方
策
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

た
め
、
昨
年
度
は
会
議
を
開
催

し
な
か
っ
た
。
現
在
、
活
動
は

休
止
状
態
で
あ
る
。

⑵ 

今
後
の
見
通
し

　
　
町
と
し
て
、
こ
の
事
業
を

本
当
に
進
め
て
い
く
覚
悟

が
あ
る
の
か
。
あ
る
な
ら
ば
、

今
後
具
体
的
に
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
会
議
を
再
開
し
、
事

業
を
進
め
て
い
く
の
か
示
し
て

ほ
し
い
。

問答問

ッ
ト
導
入
な
ど
、
積
極
的
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
。

　
　
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
将

来
的
に
森
林
整
備
が
進
み

吸
収
量
が
上
が
っ
た
場
合
の
目

標
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て

い
る
。
皆
伐
は
植
林
作
業
が
必

須
と
な
る
た
め
、
慎
重
に
検
討

す
る
。

⑷ 

町
民
へ
の
周
知

　
　
排
出
量
の
多
い
家
庭
部
門

で
の
削
減
が
重
要
。
町
民

が
「
キ
エ
ー
ロ
（
生
ご
み
処
理
）」

な
ど
が
C
O
2
削
減
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る

よ
う
、
周
知
活
動
を
強
化
す
べ

き
。

　
　
生
ご
み
減
量
化
や
省
エ
ネ

な
ど
、
町
民
が
で
き
る
取

り
組
み
を
広
報
等
で
周
知
し
て

い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
町
民
の

理
解
度
を
高
め
る
努
力
を
続
け

て
い
く
。

答問答

　
　
今
後
は
、
温
泉
熱
利
用
な

ど
別
の
循
環
型
事
業
を
検

討
し
、
近
隣
町
村
も
含
め
た
広

域
的
な
取
り
組
み
も
視
野
に
入

れ
、
再
度
ゼ
ロ
か
ら
検
討
す
る
。

地
域
循
環
共
生
圏
は
、
山
村

の
循
環
型
社
会
・
経
済
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、「
辞

め
る
」
選
択
肢
は
な
い
。
最
先

端
の
取
り
組
み
と
し
て
、
課
と

連
携
し
な
る
べ
く
早
く
再
開
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
の
た

め
に
も
、
森
林
整
備
（
意

向
調
査
の
徹
底
と
整
備
）
と
地

域
循
環
共
生
圏
の
活
動
を
目
標

に
掲
げ
、
そ
れ
に
向
け
て
確
固

た
る
意
志
で
や
り
続
け
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

答意見
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先進的な道の駅の視察報告

総務文教常任委員長　五十嵐 健二

産業厚生常任委員長　馬場　学
【視察結果の概要】

各施設は、廃校を宿泊・体験施設に再生（保田小学校）、地域ブランド肉や野菜を活
用した６次産業化（道の駅さかい）、農産物直売と企業連携による地域密着型経営（う
まくたの里）、広大な敷地を活かした滞在型リゾート運営（川場田園プラザ）など、独
自の強みを活かし、地域経済と観光振興に貢献していました。特に、地域資源を活かし
た「ここにしかない」体験提供と、食・観光交流を複合的に展開することで、交流人口
の拡大を実現していました。

【今後の政策への提言と課題】
視察結果を踏まえ、今後は、廃校や空き施設を観光と地域再生の拠点とし、交流人口
の拡大を目指すことが提案されます。これにより、農業・観光振興の両立、地元雇用・
経済波及効果の増大が期待されます。

一方で、現状の課題として、地元農家や事業者との連携不足による地域経済への貢献の
限界、農産物の高付加価値化と販売力の強化不足、そして地元産品の少なさが挙げられま
す。また、情報提供が紙ベース主体であり、デジタル情報や多言語標示、SNS連携の不足
から、外国人や若年層への対応が弱い点も改善が必要です。道の駅を周辺の観光・道路情
報拠点として整備し、情報提供の充実を図るべきです。
これらの視察で得られた前提・根拠を考慮に入れ、今後町施設利活用に関する政策・検
討に活かしてまいります。

令和７年７月１５・１６日、廃校利活用、地域経済、観光振興、効果的運営方法を調査
する目的で、道の駅保田小学校（千葉）、道の駅さかい（茨城）、川場田園プラザ（群馬）
を視察しました。

今年度の議員研修では、廃校となった千葉県鋸南町の「道の駅保田小学校」を視察しま
した。この道の駅は、2014年の廃校を経て2015年に再開し、「地域住民と都市部からの
来訪者が交流する『たまり場』を作る」ことをプロジェクトの原点としています。グラウ
ンドを広場・駐車場、体育館を直売所、校舎を宿泊所や飲食店、交流スペースとして再利
用。机や椅子などの備品をそのまま残すことで、来校者にノスタルジーを感じてもらうと
ともに、地域の活性化に大きく貢献しています。特に「まちの縁側」や「こどもひろば」
など、住民同士が日常的に交流する空間を確保しており、持続可能な運営のためには住民
に愛される施設であることが重要という理念が徹底されています。今回の研修を通して、
当町においても「森の校舎カタクリ」などの公共施設について、しっかりとしたコンセプ
トを持って今後のあり方を検討すべきだと強く認識しました。今回の研修結果を総務文教
常任委員会として重く受け止め、公共施設の効果的かつ持続可能な利活用について、積極
的に議論を深めてまいります。

議会　活動報告
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議会傍聴のご案内議会傍聴のご案内
議会傍聴のご案内

傍聴の手続き

傍聴のルール

議会は、事前申し込みなど必要なく、どなたでも傍聴いただけます。

●�定例会は、6月、9月、12月、3月の年４回開催
されています。その他に必要があった際に開催
される臨時会があります。
●�定例会では、各議員が町政について問う一般質
問の他に、条例の制定や改正、予算の審議が行
われます。
●�9月は前年度の決算審査が、3月は次年度の当
初予算審議が行われます。

①町民センター入口よりお入りいただき、２階議場へお越しください。

・議場での飲食、喫煙は禁止されています。休憩時は、２階研修室をご利用いただけます。
・原則、写真、動画等の撮影や録音は禁止されています。
・携帯電話等の電源はお切りいただくか、マナーモードにしてください。
・ 会議中は私語を慎み、静粛にしてください。
詳しくは、議場入口のボード、もしくはこちらをご確認ください。

町民の皆さんの身近な課題がどのように審議、決定されていくのか。
私たちの大切な税金がどのように使われているのか。
皆さんに議会、町政に関心を持っていただくことが、よりよい町づくりにつながります。
ぜひお気軽に傍聴にお越しください。

②入口にて、お名前、ご住所をご記入ください。
③お好きな席にお座りいただけます。

三島町議会
傍聴規則
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編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
大
竹
　
克
昌

編
集
副
委
員
長
　
菅
家
　
三
吉

編
集
委
員
　
青
木
　
喜
章

〃

　
河
越
　
昭
利

〃

　
𠮷
垣
絵
梨
子

議会に傍聴においでください

12月議会は12月11日㈭に開会予定です。

議 会 の 主 な 動 き
▶ 2025年8月 ◀

１日㈮	 期成同盟会総会（400号杉峠、滝谷檜原線、
四町村県道、只見川）

４日㈪	 三島中学校３年　二瓶伸悟さん全国大会激
励会（議長）

５日㈫	 三島町県立宮下病院等後援会役員会（議長）
８日㈮	 広域圏議会定例会（青木議員）
１０日㈰	 二十歳を祝う会（議長）
１８日㈪	 福島県議長会議会議長会正副議長・事務局

長研修会（福島市・正副議長）
２１日㈭	 広域圏議会定例会（青木議員）
２２日㈮	 議会全員協議会
２５日㈪	 三島町県立宮下病院等後援会総会（議長）
２６日㈫	 議会運営委員会（委員）
	 自治体ＤＸトップセミナー（全議員）
２７日㈬	 三島町老人クラブ連合会グランドゴルフ大

会（議長）
２９日㈮	 奥会津五町村議会議長行政視察
� （金山町・議長）

▶ 2025年9月 ◀
２日㈫	 会津坂下警察署三島駐在所完成式（議長）

４日㈭	 三島町敬老会（全議員）
５日㈮	 第３回定例会（～１２日）
１０日㈬	 市町村対抗野球大会三島町チーム壮行会
� （議長）
１７日㈬	 三島町社会福祉協議会グランドゴルフ大会
� （議長）
２４日㈬	 議会全員協議会
２７日㈯	 県議山内長（長寿杯）ゲートボール大会
� （柳津町・副議長）
２９日㈪	 議会運営委員会、第２回臨時会

▶ 2025年10月 ◀
３日㈮	 議会全員協議会
	 交通安全協会三島分会総会（議長）
６日㈪	 三島中学校キャリア教育報告会（議長）
１１日㈯	 会津坂下町合併７０周年記念式典
� （会津坂下町・議長）
	 会津の編み組工芸品展表彰式（副議長）
１９日㈰	 三島町消防団秋季検閲式（全議員）
２０日㈪	 町村議会議員研修会（郡山市・全議員）
２７日㈪	 奥会津五町村議会議長連絡協議会行政視察
	 � （～２８日、宮城県仙台市外、議長）
３０日㈭	 三島町遺族会慰霊祭（議長）

詳しくは町のホームページ等でお知らせいたします。

今
年
の
夏
も
記
憶
に
残
る
猛
暑
で
し
た

が
、
10
月
に
入
る
と
一
気
に
涼
し
く
な
り
、

あ
ら
た
め
て
季
節
の
移
ろ
い
の
速
さ
を
感

じ
ま
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
く
12
月
に
は
冬
の
寒
さ
の
中
に

あ
り
、
暑
さ
と
懸
命
に
戦
っ
て
き
た
皆
様

に
、
今
度
は
寒
さ
や
雪
か
き
と
い
う
ご
苦

労
を
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
よ
う

な
大
雪
と
な
ら
な
い
こ
と
を
、
心
よ
り
願

う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
の
秋
は
、
奥
会
津
の
山
々
が

久
し
ぶ
り
に
鮮
や
か
な
紅
葉
に
染
ま
り
、

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
内
や
奥
会
津
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発

に
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
町
の
賑
わ
い
と

活
性
化
に
確
実
に
つ
な
が
っ
た
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

国
会
の
方
で
は
、
新
し
い
総
理
大
臣
が

選
出
さ
れ
、
国
政
に
新
た
な
風
が
吹
き
始

め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
三
島
町
議
会
も
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
尽
く
し
、
町
政
の
発

展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
多
忙

の
折
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛

い
た
だ
き
、
清
々
し
く
、
穏
や
か
な
良
い

年
の
瀬
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
大
竹　
克
昌
）


